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『移動』にこだわり、新たなビジネスモデルの構築を目指します
代表取締役社長　佐藤 俊和

証券コード：3710

中間中間
2024.10.1 2025.3.31

　当中間期の連結業績は、前年同中間期から減収となったものの、外注費・ハードウエア導入費などの売上原価の
減少、連結範囲内にあった子会社が外れたことによる販管費の減少などにより、営業利益は黒字に転換することが
できました。経常利益および純利益については、営業損益の改善に加え、為替差益や助成金収入などの営業外収益
が増加した影響もあり、前年同中間期から大きく増加しました。

「乗換案内」を移動に関するあらゆる情報が集まるプラットフォームへ
　「乗換案内」については、コロナ禍で大きく減少した検索回数は回復しましたが、有料会員数は長く低下傾向が
続いており、新たなビジネスモデルの構築が課題であると認識しています。
　その一環として、当社は「乗換案内」を「移動に関するあらゆる情報が集まるプラットフォーム」へ進化させる
べく、鉄道・バスなどの公共交通機関に加え、カーシェア、シェアサイクル、電動キックボード、AIオンデマンド
交通といった新しい移動手段を組み合わせた「トータル・マルチモーダル経路検索」の強化に努めています。さらに、
経路の検索から予約までをスムーズにできるよう、予約連携先の拡充にも取り組んでいます。
　また、インバウンドも大きく伸びている領域であるため、インバウンド向けのOTA（Online Travel Agent）へ
の「乗換案内」APIの提供も積極的に進めています。今年1月に1社加わり、現在3社に提供しています。

当社の「顔認証を軸とした改札ソリューション」を採用した「ユーカリPASS」が好調
　「JorudanStyle」では、当社のソリューションを採用し、前期に本格運用を開始した山万ユーカリが丘線とコミュ
ニティバスの顔認証乗車システム「ユーカリPASS」が好調に推移しています。鉄道の顔認証改札では人の歩くスピー
ドや逆光への対応など、解決すべき課題が多く存在します。実証実験を行い、その課題に対応した当社の顔認証シ
ステムは独自の「顔認証を軸とした改札ソリューション」として、すでに複数の引き合いをいただくなど、多くの
注目を集めています。
　また、このような画像認識技術を活用した駐車場満空システムなども提供しています。今後は街の輸送システム
と連携させ、パーク＆ライドなどの新たなサービスにつなげていきたいと考えています。

さらなる成長に向け、新たな事業とサービスの創出を目指す
　新たな取り組みとして、ハンガリーのKUUBE社と販売代理店契約を締結し、1月から「スマートベンチ」の国内
販売を開始しました。同社製品はデザイン性に優れているだけでなく、太陽光パネルを電力源として、USBポートと
ワイヤレス充電、Wi-Fiスポット機能を搭載し、ICT機器としての機能が充実しています。スターリンクと接続するこ
とで、災害時にもWi-Fiスポットとして活用できる可能性があり、自治体や防災関連機関への導入を目指しています。
　また、日本の地方では、免許返納者の増加、運転手不足による路線バスの減便・撤退など「移動」に関する社会
課題が深刻化しています。当社では、こうした交通空白地域の解消を目指し、当中間期も静岡県熱海市と伊東市で
デマンド型ミニバスの実証運行を実施しました。利用者は着実に増加しており、早期の実用化、ビジネスモデル構
築につなげたいと考えています。
　引き続きご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。



当中間期のトピックス

　当社は、AIが旅費規程を読み込み、チャット形
式で出張計画・旅費精算を強力にサポートする「乗
換案内AI旅費精算」を発表しました。旅費精算者
が使いやすいインターフェイスで、自治体・企業
の旅費精算業務の負担を大きく軽減します。AIに
よる業務効率化を推進し、新しい働き方を支援し
ていきます。

AIがチャット形式で対応する
「乗換案内AI旅費精算」を発表

　「乗換案内」のトータル・マルチモーダル経路検索（※）にAIオン
デマンド交通が加わりました。出発地・目的地などがAIオンデマ
ンド交通の運行エリア内の場合、その利用を含めた移動の選択
肢を案内します。現在は、長野県茅野市「のらざあ」、静岡県富
士市「のるーとふじ」のほか、ＡＰI連携により「乗換案内」アプ
リ内で予約まで完結できる長野県安曇野市「あづみん・のるーと
安曇野」に対応しています。これからも「乗換案内」を通じて、
より便利で快適な移動体験を提供していきます。
※�トータル・マルチモーダル経路検索：公共交通機関以外にも多様な移動

手段を組み合わせて、出発地から目的地までの最適な経路を総合的に提
案する検索機能

「乗換案内」の経路検索にAIオンデマンド交通が登場、予約連携も！

　「乗換案内」アプリと三菱電機の運行管制システムを連携して、自動運転車を
含めた経路検索と予約をアプリ上で完結できる仕組みを構築し、3月14日に実証
実験を行いました。この実証実験は、都市部から地方まで、あらゆる地域での自
動運転サービスの普及を見据えた礎となります。この知見を活かし、運行データ
の活用や異なる交通手段との統合を深めることで、より柔軟で利便性の高い
MaaS（Mobility as a Service）の実現を目指します。

「自動運転車とマルチモーダル経路検索サービスの
連携によるワンストップ予約」を実証実験

　当社が販売代理店契約を締結した
KUUBE社のスマートベンチを展示・紹
介するイベントが大阪・関西万博ハンガ
リー館で開催されました。イベントでは多
くの方にスマートベンチの機能を知ってい
ただくことができました。当社の代表取
締役社長・佐藤俊和も講演し、スマート
ベンチの将来性について語りました。

充電ステーションにもなるスマートベンチを万博にて展示



中間連結財務諸表ダイジェスト

科 目 前連結会計年度
2024年9月30日

当中間期
2025年3月31日

資産の部
　流動資産 3,776,704 4,042,322
　固定資産 1,519,748 1,470,509
　　有形固定資産 813,392 786,424
　　無形固定資産 97,871 97,754
　　投資その他の資産 608,484 586,330
　資産合計 5,296,453 5,512,832
負債の部
　流動負債 849,642 926,763
　固定負債 24,024 20,082
　負債合計 873,667 946,845
純資産の部
　純資産合計 4,422,786 4,565,986
　負債・純資産合計 5,296,453 5,512,832

科 目
前中間期

2023年10月1日から
2024年3月31日まで

当中間期
2024年10月1日から
2025年3月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー △14,964 256,471

投資活動による
キャッシュ・フロー △50,587 △46,708

財務活動による
キャッシュ・フロー △22,748 △40,498

現金及び現金同等物の
中間期末残高 3,196,599 3,195,667

科 目
前中間期

2023年10月1日から
2024年3月31日まで

当中間期
2024年10月1日から
2025年3月31日まで

売上高 1,635,433 1,483,233

売上原価 964,584 816,404

　売上総利益 670,849 666,829

販売費及び一般管理費 723,614 621,485

　営業利益又は営業損失（△） △52,765 45,344

営業外収益 87,532 173,444

営業外費用 5,461 6,362

　経常利益 29,305 212,426

特別利益 582 ―

特別損失 3,485 951

　�税金等調整前中間純利益 26,403 211,475

法人税等合計 25,186 45,253

　�中間純利益 1,216 166,222

非支配株主に帰属する
中間純利益 2 824

　�親会社株主に帰属する
　中間純利益 1,214 165,397

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

中間連結貸借対照表 （単位：千円） 中間連結損益計算書 （単位：千円）

営業利益 （単位：百万円）

親会社株主に帰属する中間（当期）純利益 （単位：百万円）

売上高 （単位：百万円）
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経常利益 （単位：百万円）



発行可能株式総数…………………………… 19,000,000株
発行済株式総数………………………………… 5,255,000株
株 主 数………………………………………………… 5,386名

株式状況（2025年3月31日現在）

●事業年度
●定時株主総会
●基準日
●配当金受領株主確定日
●公告方法

●株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関
●同連絡先

毎年10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
毎年9月30日
9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/
三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1　電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137－8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主メモ

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・スマートフォン向け有料サービスも利用可能

主要な子会社（2025年3月31日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業
ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発
株式会社悟空出版
事業内容：出版業
株式会社ジェイフロンティア
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発
J MaaS株式会社
事業内容：ICTを活用した移動手段の手配・販売・提供サービス
若尓丹（上海）軟件開發有限公司
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発
杰昱（上海）信息技術有限公司
事業内容：ハードウエアの販売・保守

商　号 ジョルダン株式会社
（Jorudan Co.,Ltd.）

本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結181名、単体142名

会社概要（2025年3月31日現在）

所有者別株式分布状況（2025年3月31日現在）

総株式数　5,255,000株

外国法人等
31,691株
0.60%

その他の法人
55,000株
1.05%

金融商品取引業者
49,315株
0.94%

個人・その他 
4,964,210株
94.47%

自己株式
154,284株

2.93%

金融機関
500株
0.01%

スマートフォン向け「乗換案内」のご紹介

公式SNSアカウントのご紹介

「ジョルダン」 （スマートフォンサイト）
https://www.jorudan.co.jp/

「乗換案内」 （アプリ）
iOS版

※ダウンロード無料

Android版 1ヶ月（自動更新）：360円
90日 ：1,000円
365日 ：3,780円

アプリ内課金（税込）

乗換案内の機能紹介、開発裏話などの記事を掲載

https://note.com/jorudan_web/ https://x.com/norikae_app

@norikae_app

乗換案内の最新情報、お知らせなどを発信！


